連中！ —— 何だか 飛んでも ない 国に 来て しまった や 

うな 気がする— ゆうべ、 さっぱり 眠らなかった 

せゐか 寝不足 も 酷い！ 半日 あまり も 乗る 汽車な の だ 

から、 中で 少し 位う と/ \ 出来る だら うと 思って ゐた 

のに、 それ も 駄目だった …… 。 

お天気 はの どかで、 とても 好い 日なん だが、 たくで 

さ へ 眠く でもな りさうな うら/ \ とする 日なん だが I 

I いくら 慣れない とはい ふ もの、、 ほんの 一寸した 知 

ら ない 所へ 行く 位が、 こんなに も 気苦労で は、 あたし 

も 仕様がな いとい ふ もの だ！ 

煩いく く！ まあ 何とい ふ 騒々 しい 電車なん だ 



「あたしに あけられる かしら！」 

訪ね 先き に 悪い と 思って、 わざと あたり 前の 小娘 風 

にお 妙 をつ くって 来たので あるが お 蝶 は、 気にして 見 

る 度に、 そのために 二人の 気分まで が 窮屈に なって な 

ら なかった。 斯んな 時には、 ひょいと 知った 人に でも 

遇 ふ もの だ、 遇ったら 敵 はない …… お 蝶 は、 自分の 考 

へて ゐる ことが わけもなく 苛々 して、 心細く、 気づく 

と 吾ながら 可笑しかった。 

「気分 は、 別段 悪く もない けれど さ、 妙ち やん！ こ 

れぢ や、 この 騒ぎ ぢぁ、 聞き 損 ふか も 知れない からさ 

…：- 」 



「大丈夫よ、 それ は —— あたし ご 

「い、 え、 いけない —— あけて おかう ご 

二人が かりで 窓 を あけよう として ゐ ると、 得体の 知 

れ ない 西洋風のお 面 を 頭の 上に のせて ゐる 酔った 人が、 

つまらない 冗談 を 云 ひながら 手伝って 呉れた。 

「 —— 済みません ご 

「 …… お嬢さんに は …… 」 と 称 ばれた。 他の 言葉 はお 

蝶に は 聞き とれなかった。 性 は、 とっくに 悟られて 

ゐて、 反って 冷 かされた ので はない かしら (お嬢さん、 

だって！) —— お 蝶 はそんな 気がした。 

と、 称 ばれた お 妙 も、 顔 を あかく して 可哀相に チラ 



せく と 走った かと 思 ふと 直ぐに 停車場 だ。 止った か 

と 思 ふと 直ぐに 走り出す。 始めて 乗る 人な ど は、 眼中 

にもない やうな、 そんな 気がした。 

麦、 畑、 まばらな 家々、 こ、 らも 都のう ちな のかし 

ら！ お 蝶 は、 樽 野の 悴が、 何処か その 辺 を 歩いて > 

も ゐれば 好い が そんな こと を 割合に ほんた うらし 

く 想 ひながら、 畑 中の 道 を 眺めたり、 何時でも 直ぐに 

降りられる やうに 支度した ま、、 止る 毎に 窓の 外に 見 

得 もな く 乗り出した。 



蝶が 縁側の 方へ 廻って 見る と、 開け 拡げた 座敷に 男が 

一 一人 ダウ/ \ と 眠って ゐる ところだった。 

「まあ、 無用心な こと、 誰も ゐな いのに ご 

「やつば しさう だった。 こ、 だった。 あれ、 たしかに 

さう ね、 こっち -」 

「 …… さう、 たしかに —— まあ、 よかった ご 

「あれ、 お客様 かしら？」 とお 妙 は、 のぞいて 見て 「あ 

ら、 ッ ー さんよ、 ほら、 いっか ヲダ ハラの 家に いらし 

つたことの ある！」 と 叫んだ。 

「どれ …… うむ、 さつく ケ ー ォ ー の 書生さん だ 

つた！」 



はじめは 座蒲団 を 枕に して ゐ たんだら うが、 二人と 

も 枕と は 飛んでも ない ところに 頭 を 転がして、 殺され 

たやう に 眠って ゐる …… 。 

「ッ ー さん」 は、 さかさまに 梯子段から でも 落っこち 

たま、 の やうな かたちで、 一本の 脚 は 高く 籐椅子の 上 

に 載せ、 片方の 脚 は 頭の 近くまで 飛ばせて、 ヮッと 叫 

んだ 者の やうに 両腕 を 拡げて ゐた。 —— 樽 野の 悴は、 

着物な ど はまる で 体から 離れて 腰に はさんだ タオルの 

も -> ひき 

やうに 傍の 方に まる まって、 シャツと 股引 ひとつに な 

まら ま 

つてし まひ、 腹 匐 ひで、 頰っぺ たをぢ かに 畳に おしつ 

け、 涎を垂 して ゐた。 鼻 は 畳に おされて 横に 曲り、 一 



てお 妙 を 顧た のであった。 —— 彼女 は、 一途にが つか 

リ した。 

「お起し、 ようか？」 

「好い よ、 来て しまへば —— もう 好い よ。 お 目 醒めに 

なる まで、 斯うして 待た うご 

お 蝶 は、 寧ろ 自分の ために、 暫 らくさう して 待って 

ゐ たかった。 

「小さい 奥 さま は、 お 留守 …… 」 お 妙が 云った。 「ぉ坊 

ちゃん も …… 随分 大きく おなりに なったら うね ご — 

I 「あら、 やつ ぱし 小さい 奥 さまって 称んで 好い かし 

ら？」 



「それ は II 好 いさご 

r ぢぁ、 若旦那 は？」 

「 」 

「何だか、 あたし、 やつば しさうよ り 他に 云へ ないや 

うな 気がする わご 

「 」 

かま 

「ねえ、 関 はない かしら？」 

「 …… あたし 達 だけ は 関 はないだ らう、 ひとりで なほ 

るまで は —— 。 変な 心 持で、 急に 他の 称び 方 をす る こ 

ともないだら うさ ご 

さう 云って お 蝶 は、 忘れて ゐた 煙草に 火 をつ けた。 



—— この 悴の、 四 年 前に 死んだ 父 を ダン ナ、 ダン ナ！ 

と 称んで ゐ たお 蝶 達だった が、 お 蝶 は、 今では この 悴 

は 真面目な 務めに 通って ゐ るとば かり 聞いて 訪れて 来 

たので あるが、 一 目 この 様子 を 見た、 V けで、 あの 頃の 

彼と 少しも 変って ゐ ない ことに 気づいて ゐた。 それば 

かりで なくお 蝶の 気分 は、 ぼんやり、 あの 頃の 彼等に 

戻った やうに、 夢に 走って ゐた —— お 蝶の 頭 は 酷く 疲 

れてゐ た。 

「随分 好く およって いらっしゃる ことね、 お 二人とも 

…：- 」 

お 妙 は、 折角 来ても —— とい ふ 顔色 を 露 はに 示した。 



—— 「小さい 奥様 は 何処へ いらつ しったんだ らうね ご 

と、 悴の 女房の こと を 案じた。 

くらし 

お 蝶 は、 ふと、 この 家の 生活の ことな どを考 へる と、 

惨めに、 夢から 醒めた。 —— 滞在す るつ もりで 来い と 

か、 方々 の 芝居 を 案内す ると か、 いろ/ \ 景気の 好 さ、 

うな こと を 云って ゐ たが、 あれ は 皆な 可哀相な お世辞 

だった のか —— 部屋の 中 を 見渡した y けで もお 蝶 は、 

さう 思 はずに は 居られなかった。 だが 彼女 は、 別段 来 

なければ 好かった とい ふやうな 気 も 起らなかった。 

「あれ、 小さい 奥 さま ぢ やない？」 

お 妙が 突然 甲高い 声 を 挙げたので、 向う の繁 みの 方 



をお 蝶が 見る と、 子供 を 伴れ た、 たしかに 樽 野の 悴の 

女房が、 ぶら りく 歩いて 来る。 女房 は、 短い 海老茶 

袴の やうな もの、 上に、 男の もので も ありさうな 毛糸 

のジャ ケトを 着て、 ぷか/ \ と 煙草 を 喫して ゐる。 

「さうよ、 さう だ わご とお 蝶も頓 興な 声 を あげた。 



「直ぐに 解った？ こ、 の 家 —— 」 女房 は 云った。 

うな づ 

「え， 」 とお 蝶 は 点頭いた ので ある。 



二 



お 妙 は、 五つになる 樽 野の 悴を 伴れ て 附近の 野原へ 

花摘みに 出かけて 行った。 樽 野の 悴の 女房と お 蝶 は、 

次の 一間し かない 四畳半の 茶の間で、 時々 何とい ふこ 

ともない わら ひ 声 を あげて は 親し 気に、 飽かずに 何 か 

を 語り合って ゐる。 

(昼寝の 者が 眼を醒 すまでの 間に、 二人が とり 交した 

談話の、 以下、 わずかな 断片) 



「さう/^、 お 蝶さん は、 ッ ー ちゃん を 知って ゐる害 

ね …… 」 

「学生さん の 時分に 夏、 好く いらっしゃいました わ 

ね ご 

「あら、 今 だって まあ だ、 あの人 …… まあ 学生 か 

しら。 二三 ヶ月 前に、 とう/ \ 自家 を 追 ひ 出されて し 

ま つて …… 」 

「まあ！」 

「うちと 一 緒に アメリカへ 行く 相談 をして ゐる のよ… 

…」 



， 好 
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です つて！」 

ちが 先き に 立って、 煽てる やうな ことまで 

あの 寂しがり やさん！」 

、 また、 若旦那 は …… ！」 

晚、 毎晚！ そんな 話！」 

さあ、 どうして！」 

し 

い 奥 さま は！」 

よ、 一緒に 行く つもりな のよ、 お母さん は 

つて ゐる らしい、 ヲダ ハラの …… 」 

し 



「それが 可笑しい のよ、 お 蝶さん —— 。 夜になる と 苦 

し 紛れに うちの 人 は 大きな 法螺 を 吹く もので、 そして 

毎晚違 ふことば かし 云って ゐる もので、 昼間 は、 工合 

が 悪く つて —— 眠れない と 薬 をのんで まで、 あ、 して 

…：- J 

「大変な こと …… 」 

「もっと 妙な ことに は、 この頃で はう ちの 人 は、 わざ 

とお 酒に 酔った 振なん かして 狸寝入り なんてす る 

こと も あるら しいの よご 
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